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研究の要約
算数科では問題解決学習の中で,子 どもに ｢考える力｣を育てることに重点をおいた指
準の重要性が叫ばれてきた｡ しかし,平成 15年度の国立教育政策研究所の教育課程実施
状況調査で,｢考える力｣を伸ばすことができていないことが指摘されている｡その要因
の一･つは, 投薬で課題に対する考えを子どもが十分もてていないからだと考える,
そこで,子ども一人ひとりに自分の考えをもたせるには,授業でどんな工夫をすればよし
のかを探っていく｡
1 はじめに
井数科において,問題解決学習の中で,千
どもの ｢考える力｣を伸ばす指導の重要性が
叫ばれてきた｡
しかし,｢考える力｣の育成を目指 して授
業に取り組んでも,課題に対する考えを子ど
もにもたせることができていないことが文部
科学省が行った教育課程実施状況調査から明
らかになった｡子どもは考えがもてていない
ので,友だちとの話 し合いもできにくく.結
局黒板にかかれたことを覚えるだけになりや
すい｡これでは,子どもの ｢考える力｣の育
成は望めない｡子ども一人ひとりに自分の考
えをもたせることができてはじめて ｢考える
力｣を伸ばすこともできると考える｡
そこで,チビも一人ひとりに自分の考えを
もたせるには,どのようなことを大切にして
授業づくりを行えばよいのかを,特に低学年
に焦点をあてて明らかにしていく｡
2 子ども一人ひとりが自分の考えをもてな
い授業の要因
(1)子どもに課題意強をもたせることが
できていない
授業の導入で,子どもは教師から与えられ
た問題を把握 していく中で r～はわかるが,
～ははっきりしないから,それを考えていこ
う｣｢～を使えばできそ うだ｣などと課題を
もったとき.子どもの学習意欲が喚起され,
自ら考えようとする｡逆に何を考えればよい
のかがわからなかったり,課題が子どもの意
花とかけ離れていたりすると子どもの思考は
止まってしまう｡つまり,子どもにとって汲
極をもつことが自分の考えをもつための出魔
点であるといえる｡教師が問題の解き方を教
え,それを反復練習するような教師主導型の
授菜では,子どもは学習することの必然性を
感 じることがなく,自分の考えをもとうとも
しないと考えるO
(2)子どもに最適な井故的活動をさせて
いない
子どもが況題をもち,おはじきやブロック
などを使って考える罪数的活動をiFIlして.千
どもは考えを兄いだすことができる｡しかし,
最適な算数的活動でないと,子どもが考えを
もてなかったり,もった考えが教師がねらっ
ていたものとかけ離れたものになりやすい｡
従って,教師は自力解決で子どもに,どんな
井数的活動をさせると,育てたい考え方に気
づかせることができるのかをよく与えておく
必要がある｡ 1時間の授業の中ですべての子
どもに育てたい考え方に気づかせたり,その
後の話 し合いが焦点化できるようにしたりす
るには,どんな具体物や半具体物を操作させ
るのがよいのか,また具体物や半具体物の操
作と図をかかせるのでは,どちらがよいのか
など本時のねらいにつながる敢適な界数的活
動を取り入れることの検討が大切である｡
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3 子とも一人ひとりが自分の考えをもつた
めの指導の工夫
(l)課題のもたせ方の工夫
①問題の工夫
操作 ･観察することで直観的に数丑やLg]形
の一端や概略に気づきやすい素材や数値を吟
味 した問也やいろいろな数伯の場合を考えて
いく中で,既習と未習がはっきりする条件不
足の問題などにする｡
②問題提示の工夫
表や問題場面を一･部分から徐々に提示 して
いくなど.問題の提示の仕方を工夫する｡
③課題を焦点化する話し合い
何が分かって,何が分からないのか｡ どこ
まで既に学習 していて,どこからが分からな
いのかを明らかにする｡
(2)算数的活動の工夫
①活動の工夫
使える既;AJ事項を想起 しやすい具体物 ･半
艮体物や団を自由に使 う活動を取 り入れるよ
うにする｡
②算数的活動の内面化を図る工夫
具体的な操作をした後で,その操作のイメ
ージをもとに内面化を図り,操作をしなくて
も数式だけで考えられるようにする｡
4 授業実践例
本稿では,第 2学年の ｢たし許とひき算の
筆算 (1)｣の指導を取 りとげることとする｡
(1)単元名 たし算とひき算の筆算 (1)
(2)単元で育てたい考え方
第 2学年のこの単元で,はじめて筆算形式
に出会 うOすぐに-の位から順に計第すれば
よいという形式を教え込むのではなく,-の
位から計算 したり.十の位から計算 したりし
て比べる中で,どんなたし算やひき算の笥算
でも.-の位から順に計算すると簡単である
ことに気づかせるようにす る｡
(3) 指串計画 (全 8時間)
第 1次 た し算の奉安
第 2次 ひき算の頚算
第 l時 くり下が りのないひき許の繁節の
仕方を考える
第 2時 くり下がりのあるひき算の蟹符の
仕方を考える (本時)
第 3時 くり下が りのあるひき算の第第の
練習をする
第 3次 繋算についての補充と発展
(4) 本時目標 (第 2次 2時)
53-26の筆算の仕方を計節棒を使って
考える活動を通 して,-の位がひけないとき
は十の位から1か りてきて,一一の位から順に
計罪すれば冊単であることを説明できる｡
(5) 本時の ｢チビも一人ひとりが 自分
の考えをもつ｣ための指導の工夫
① 課題のもたせ方の工夫
53本咲いているチュー リップの中から,
26本つんだ残 りの本数を求める問題を提示
し,ひき算の繋算にできることを確かめるよ
うにする｡前時は 36-24です ぐに計算が
できたのに,本時は-の位が 3-6です ぐに
ひけないことに気づかせて本時の課題を r計
算棒を使って53-26の頚算の仕方を考え
よう｣に決めるようにする｡
② 算数的活動の工夫
子 ども一人ひとりに位取り板や 10の束と
1のばらの計算枠を使って 53-26の計算
の仕方を考えることができるようにする｡ま
た.計罪棒を動か して考えて後.計算棒を動
かさずに頭の中にイメー ジしながら不許の仕
方を説明 したり,数式だけで説明 したりする
活動を取 り入れるようにするC
(6) 授業展開
指事のポイン ト
前時は36-24です ぐに計算ができた
のに,本時は-の位が 3-6です ぐにひけ
ないことに気づかせて本時の課題を ｢計第
棒を使って53-26の第第の仕方を考え
よう｣に決めるようにする｡
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黒板に次のような関越を提示 して,ひき許
の場面であることを理解させる｡
チュー リップが 53本さいています｡
26本つみました｡何本のこっている
でしょう｡
問題文の原音を確かめた後,子どもたちに
次のように問いかけた｡
T このお話は何質になるでしょう｡
C 26つみましただから,ひき算です｡
(多数柏手)
T では,どんな式になりますか｡
C 53-26です｡(多数柏手)
C 今 日も筆算にすると答えが簡単に出せる
と思います｡(多数拍手)
T (黒板にひき算の筆算をかいて)
C 今日はこの前とちょっと違 うよ｡
T どこが違いますか｡
C このnTは36-24です ぐに答えが出せ
たけど今 日はすぐに答えが出ません｡
C 十の位はひけるけビーの位が 3-6でひ
けません｡(拍手多数)
このように前時との違いを明確にしていき
課題を焦点化する話し合いを進めたo
T 困ったね｡今 日は答えがだせないね｡
C 計算棒を使ったら答えが出せるよ｡
(拍手多数)
T では,今日みんなで考えていくことがは
っきりしてきたね｡どんな課題になる
のかな｡
C 計算棒を使って,53-26のrl算の仕
方を考えようです｡(多数拍手)
このようにして本時の課題を ｢計算棒を使
って,53-26の筆算の仕方を考えよう｣
に決めた｡
指導のポイント
子ども一人ひとりが位取り板の上で 10
の東と1のばらの計算棒を使って,筆算の
仕方を考える活動を取 り入れるD
まず,黒板の位取り板にひかれる数の 53
を10の束と 1のばらを使って表 してから,
どこから26をひくのかを考えさせるように
した｡
子どもは次のA児や B児のように計罪棒を
動かして考えをもっことができた｡
<A児の考え> 十の位から計罪する
<B児の考え> -の位から計算する
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指導のポイント
十の位から計算する考えと-の位から計節
する考えの計算の順序の違いに目を向けさ
せ考えが対立するようにゆさぶる｡
た し算や前時のひき算の筆算では一一の位
から順に計算すればよいことをつかんできて
いるが.本時は-の位がひけないので十の位
かF,計算を している子 どもが少数見られた.
そこで,話 し合いでは,目の向きにくいA
児の考えか ら取り上げるようにしたo
T まず,計算棒をどう動か したのですか｡
C ぼくは,-の位がひけなかったので,十
の位から計辞 しま した｡
C 十の位は 5か ら2をひいて3｡それか ら
10の束をばらにして-の位にもってい
きます｡-の位が 13になって, 13-
6は7｡だか ら答えは 27本です｡
次にB児の考えを取 り上げるようにした｡
C -の位がひけないU)で,十の位の 10の
束をばらにして-の位にうつ しましたO
(拍手多数)
C -の位は 13になるから13-6は 7｡
十の位は 1減っているので40 4-2は
2だか ら,答えは27本ですO
C 十の位から10の束をかりてくるところ
はA児 と同 じだけど,はじめに-の位か
ら計算すると答えを直さなくてもすむか
ら簡単だと思います｡ (柏手多数)
C でも,計算棒を動かす回数はどちらの考
えも3回になって同 じだよ｡
C 回数は同じでも.後から答えを直すのは
やや こしいよ｡たし算のときもーの位か
ら計算すると簡単だったけど,ひき算の
ときも簡単だよO
このように,話 し合いで,答えを修正 しな
くてもよいB児の考えのよさに気づいていっ
た｡そ して,計算棒の操作をもとにイメージ
させ,計算棒を動かさずに計算の仕方を苦茶
で説明させ,式へと結びつけるようにした｡
指導のポイント
計算樺の操作を範券の式 と結びつけて.-
の位から順に計算するよさに目を向ける活
動を取 り入れるo
さらに,イメージ化できたころを見計 らい,
輩昇の式をみただけで,-の位から順にする
計算の仕方が説明できるように内面化を図っ
た｡また.発展的に67-19などを取 り上
げ,-の位からjI剛こ計算するよさを確かめる
ことができるように した｡
5 成果と課題
授菜で,今 日は-の位がひけない筆算だか
ら,計算棒を使ってどうやって答えを出した
らよいかをはっきりさせたいとい う課頓意織
をもたせることで,どの子 どもも進んで聾罪
の仕方を考えようとした｡また,一人ひとり
が位取 り板の上で計策棒を動かす葬数的活動
をさせることで,みんなが筆算の仕方に対す
る考えをもっことができた｡そのため,話 し
合いが深まり,53-26のような-の位が
ひけない筆算の仕方をみんなで兄いだすこと
ができた｡このように謙題意花や芥数的活動
を大切に していくことが子 どもの｢考える力｣
に育成につながっていくものと考える｡
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